
○５番（加藤昌延）（登壇） 皆様

こんにちは。みらい新居浜、加藤昌

延です。それでは、10分しかありま

せんので、通告に従いまして質問さ

せていただきます。 

 こども誰でも通園制度について質

問させていただきます。 

 まず初めに、日々、子供たちの成

長を支え、保護者を支えてくださっ

ている保育士に対しまして心より感

謝申し上げます。 

 これから暑くなってきますが、そ

の中でも子供たち一人一人に向き合

いながら、成長を支え、保育をして

くださっている皆様に改めて敬意を

表します。 

 さて、今回取り上げますこども誰

でも通園制度ですが、令和６年２月

議会に片平恵美議員も質問されまし

た。令和８年度からは本格実施が予

定され、こども誰でも通園制度は、

保護者の就労有無にかかわらず、全

ての家庭の生後６か月から２歳の子

供が、月一定時間まで保育所等を柔

軟に利用できる制度です。 

 この制度は、近年問題となってい

る子育て家庭の孤立や虐待リスクの

軽減、保護者のリフレッシュ、そし

て、発達支援の促進に資するものと

して大きな意義があると私も考えて

おります。 

 しかしながら、その一方、現場の

保育士や関係者の方々からは多くの

懸念の声が上がっているのも事実で

す。 

 既に人手不足が深刻な保育現場に

おいて、短時間利用の児童を受け入

れるとなれば、通常保育との両立に

支障が出る可能性があります。 

 また、初めての環境に不安を感じ

て泣き続けるお子さんへの対応に多

くの時間と労力が必要となり、在園

児への保育の質が損なわれるのでは

ないかという指摘もあります。 

 令和５年11月に民間企業が全国の

保育士を対象とし、149人が回答さ

れましたオンラインアンケートで

は、制度について、悪いと思う、と

ても悪いと思うとする回答が計

75％。理由は、現場の負担が増える

が80％、在園児に丁寧な保育ができ

ないが79％、人手が足りないが

76％、子供が通園に慣れず心に負担

が60％という結果でした。 

 また、そのほかの回答では、一時

預かり事業との違いが分からない、

安全な保育を約束できない、制度用

の保育士を確保できるのか、保育現

場の環境や賃金の改善を優先してほ

しいといった回答でした。 

 保育の質を保ちながら制度を実現

するためには、人材の確保、柔軟な

配置、そして現場の声を反映した丁

寧な制度設計が不可欠です。 

 そこでお伺いします。 

 １点目、制度の準備体制につい

て、お伺いいたします。 

 まず、市として、この制度の導入

に向けて、現在、どのような準備が

進められているのかお伺いいたしま

す。 

 国のモデル事業への参加実績につ

いても併せて御説明ください。 

 次に、利用希望者の想定数はどの

ように把握していますか。 

 そして、例えば１時間だけの短時

間利用でも、昼食時間にかかるケー

スがあると考えられます。給食提供

の際、アレルギー対応や衛生管理な

ど、安全面でどのような運用を検討

されているのかお伺いいたします。 

 最後に、登園・降園時の安全確保

を含めた健康管理体制について、現

時点での市の計画をお示しくださ



い。 

 よろしくお願いします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。古川市長。 

○市長（古川拓哉）（登壇） 加藤

議員さんの御質問にお答えします。 

 こども誰でも通園制度についてで

ございます。 準備体制についてお

答えいたします。 

 近年、子育て世帯のライフスタイ

ルや働き方が多様化する中、未就園

児のいる家庭が抱える孤立した育児

など、様々な悩みやニーズに対応し

ていくため、本市におきましても、

本制度の令和８年度実施に向け準備

を進めているところでございます。 

 具体的な取組といたしましては、

担当課において、試行的事業を実施

している今治市の２施設を本年度５

月に視察し、実施状況を確認いたし

ました。 

 こうした先進事例を踏まえ、本年

７月には、市内で教育・保育施設を

運営する事業者を対象に事業説明会

を開催し、こども誰でも通園制度を

行おうとする事業所の募集を開始す

ることとしております。 

 なお、本市では、令和５年度から

開始している国のモデル事業及び試

行的事業は実施しておりませんが、

この制度が、全ての子供の育ちを応

援し、子供の良質な生育環境を整備

することを目的としておりますこと

から、制度の趣旨を踏まえて、令和

８年度からの円滑な事業実施に向

け、体制の準備を行ってまいりま

す。 

○議長（田窪秀道） 藤田福祉部こ

ども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 施設における利用希望者

の想定数の把握方法についてお答え

いたします。 

 利用希望者の想定数につきまして

は、こども家庭庁より、夏頃に示さ

れます手引に基づき算出する予定で

ございます。 

 次に、給食提供の際のアレルギー

対応や衛生管理など、安全面での運

用方法についてでございます。 

 利用する保護者が、国の作成した

こども誰でも通園制度総合支援シス

テムに入力することにより、給食提

供における食物アレルギーの有無な

ど、子供の安全を確保するために必

要な情報を受入れ施設と情報共有す

ることが可能となり、利用する際に

は事前に面談を行うことから、きめ

細やかに対応できると考えておりま

す。 

 また、施設において食事を提供す

る場合には、保育所における食事の

提供ガイドライン等を遵守するよう

指導してまいります。 

 次に、登園・降園時の安全確保と

健康管理体制についてでございま

す。 

 本制度の実施に当たっては、保育

所等と同様に、安全計画の策定が法

令で義務づけられておりますことか

ら、認可の際には安全に関する取組

体制の整備を確認し、安全に事業が

実施できるよう指導してまいりま

す。 

 また、健康管理体制につきまして

は、子供の情報が受入れ施設と共有

されているため、在園時と同様に、

日々の健康観察を実施する中で、健

康管理を行うことができると考えて

おります。 

○議長（田窪秀道） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 



 ７月に説明会と募集をかけるとい

うことでありますが、制度本格実施

は令和８年度ということで、もう既

に１年を切っております。 

 保育現場の準備には相当な時間が

かかりますし、また現場の不安も高

まる一方です。 

 そこで改めてお伺いいたします。 

 市として、独自に利用希望者や現

場の声を把握するため、現場の声と

いうのは保育士さんですが、そうい

うアンケートや意見交換会などを早

期に実施する考えはありますか。 

 この点について御見解をお聞かせ

ください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 加藤議員さんの御質問に

お答えいたします。 

 アンケートや意見交換会の実施に

つきましては、現在は、先ほど市長

が申し上げましたように、先進地事

例を踏まえ、７月に事業説明会を開

催し、本制度を実施する事業所を募

集しようとしているところでござい

ますので、現段階でアンケートや意

見交換会などを実施する状況にはな

いものと考えております。 

○議長（田窪秀道） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

 続いて２点目、人手不足と業務負

担の増加について。 

 現行の保育基準では、ゼロ歳児は

３人に１人の保育士、２歳児は６人

に１人の保育士の配置が定められて

います。例えば、２歳児クラスに８

人の園児がいれば、保育士２人が必

要です。その際、受入れ可能人数が

４人になりますが、制度により４人

を受け入れると、実質的に１人の保

育士が新たな子供たちに付きっきり

となり、もう一人が在園児８人を１

人で見ることが想定されます。配置

基準は守られていても、実際の業務

負担は明らかに増加します。 

 そこで、市としては、国の支援に

加え、市独自で、例えば制度利用専

任の補助スタッフの配置や短時間保

育に対応できるサポート体制の整

備、そういった具体策を検討されて

いませんか。あわせて、保育士の処

遇改善も非常に大きなポイントで

す。制度と併せ、市として賃金、労

働環境の改善に踏み込むお考えはあ

るのか明確にお答えください。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 人手不足と業務負担の増

加についてお答えいたします。 

 令和８年度からの給付化に伴い、

国が設定する公定価格につきまして

は、国において今年度の試行的事業

の実績などを踏まえ、必要な人材を

確保し、しっかりと運営できるもの

となるよう設定されることとなって

おります。 

 このため、公定価格に基づいた給

付費の範囲内での事業実施を考えて

おりますので、市独自での制度利用

専任の補助スタッフの配置、短時間

保育に対応できるサポート体制の整

備、保育士の賃金、労働環境の改善

につきましては、検討する予定とは

いたしておりません。 

○議長（田窪秀道） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

 これまで保育士の環境改善という



ことで一般質問もさせていただいて

おりました。市独自で補助するよう

なことで保育士を増やしている自治

体もあります。 

 また、そういった中で、これから

本当にこういったものが取り入れら

れるのであれば、市独自で補助であ

ったり、専任スタッフであったり、

そういったものを進めていただきた

いなと思います。 

 それでは次の質問に移ります。 

 ３点目、慣らし保育と在園児への

影響について。 短時間の利用であ

っても、子供たちが安心して過ごす

には、環境に慣れるための時間が必

要です。特に６月の時点でも在園児

が保護者と離れることに不安を感

じ、泣いてしまう子供も少なくあり

ません。 

 制度の利用が月10時間までと限ら

れている中で、慣れる前に利用が終

わってしまうことも懸念されます。 

 また、在園児への影響について

も、隣で泣いている子がいると、周

囲の子も不安となり泣き出したりす

るケースがあります。 

 このような子供の情緒面への配慮

をどのように制度設計に反映し、無

理なく園生活になじめるような導入

ステップを確保するお考えなのかを

お伺いいたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 慣らし保育と在園児への

影響についてお答えいたします。 

 慣れるまでに時間がかかる子供へ

の対応として、通園初期に親子通園

を取り入れることが考えられます。 

 親子通園により、子供にとっても

親にとっても、慣れるまでの間、不

安を感じずに通園することができる

ものと期待されています。 

 また、子供が園にいる時間を短時

間から徐々に伸ばしていく利用の仕

方も考えられますので、保護者と子

供の様子を共有しながら、子供が無

理なく園になじむことができる方法

を選択する必要があると考えており

ます。 

 年齢の近い子供との交流や保育士

の関わりによる豊かな経験が、情緒

面の発達や成長を促すものと考えて

おりますので、在園時の生活リズム

を考慮しながら、保育所保育指針が

示す保育の基本原則等に留意し、発

達の過程に応じた運営体制を確保し

ていきたいと考えております。 

○議長（田窪秀道） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございました。 

 特に子供にとって初めての環境に

入っていくというのはとても大きな

ストレスです。せっかく通い始めた

環境に慣れる前に利用時間が終わっ

てしまう、そういったケースも十分

に想定されます。 

 そこでお伺いいたします。 

 市として、例えば慣らし保育の標

準ステップや導入モデルなどをあら

かじめ提示し、各園が混乱なく対応

できるようにするお考えはありませ

んか。 

 また、泣き声などで在園児に影響

が出るケースもあるという声もあり

ます。園の空間配置や時間帯の工夫

など、情緒面への配慮について、市

としてどう後押ししていくおつもり

なのかお聞かせください。 

 また、親子通園を主にということ

でありましたが、親子ということ

は、この制度を利用される方が親子

で来られる。在園児の方というの



は、なぜ自分は親がいないのかとい

う、本当にこれこそ不安になって、

情緒面が不安定になることと思いま

す。そういったところで、親子通園

をしてもらうというのも、どういっ

たお考えなのかお聞かせください。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 加藤議員さんの御質問に

お答えいたします。 

 慣らし保育の標準ステップや導入

モデルの提示についてお答えいたし

ます。 

 慣らし保育につきましては、円滑

な事業実施において重要なものであ

ると考えております。 

 市としましては、先ほど申し上げ

ました親子通園や短時間からの通園

など、保護者と子供の様子を共有し

ながら無理なく園になじむことがで

きる方法を事業所が選択することが

できるよう、提示したいと考えてお

ります。 

 園の空間配置や時間帯の工夫、情

緒面の配慮につきましても、引き続

き先進地事例の調査や検証を行うと

ともに、今後、国が発出する情報等

にも注視しながら、受入れ施設の状

況を踏まえて、円滑な事業実施に向

けた支援ができるよう取り組んでま

いります。 

○議長（田窪秀道） 加藤昌延議

員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

 次の質問に移ります。 

 ４点目、保護者との信頼関係の構

築について。 通常の入園児の場

合、毎日の送迎や連絡帳などを通し

て、保護者と保育士の間に信頼関係

が築かれています。 

 しかし、短期利用の場合、そのよ

うなコミュニケーションの機会が限

られてしまい、保育の現場では、保

護者の背景が分からない、対応が擦

れ違ってしまうといった懸念もあり

ます。 

 市として短期利用の保護者とも信

頼関係を築いていくための具体的な

工夫や支援策をどのように考えてお

られますか、お伺いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 保護者との信頼関係の構

築についてお答えいたします。 

 本制度は、子供の育ちを応援し、

子供の良質な生育環境を整備するこ

とが大前提であるとともに、保護者

にとっても地域の様々な社会的資源

につながる契機となることや子育て

の相談ができる場としての役割も期

待されるものであります。 

 短期利用においても、機会を捉え

てコミュニケーションを図り、専門

的な知識や技術を持つ保育士が、子

供の様子や園での活動を伝えること

で、子供のよいところや成長を共有

し、子育ての不安や悩みを受け止め

ることを積み重ねることで、保護者

との信頼関係を構築していくことが

できると考えております。 

 先進地の事例では、子供を預かる

際に保護者が話したいことを自由に

記載するお話メモを任意で記載して

いただき、その内容を踏まえて、保

護者の気持ちに寄り添うことを意識

しているものでございました。 

 今後行われる国の試行的事業の検

証結果等から、保護者との信頼関係

を深める方法について、事業者に情

報を提供してまいりたいと考えてお



ります。 

○議長（田窪秀道） 再質問はあり

ませんか。加藤昌延議員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。再質問さ

せていただきます。 

 短時間利用であっても、子供を預

けるというのは保護者にとって大き

なことですし、現場の保育士も保護

者との連携が取れなければ不安を感

じます。 

 そこでお伺いいたします。 

 市として初回利用前の保育体験日

や送迎時のミニ面談、またフォロー

アップとしての育児相談など、人と

人との接点を確保するような取組は

検討されていないでしょうか。 

 制度を形だけで整えるのではな

く、信頼関係の基盤をつくる工夫が

不可欠だと考えますが、御見解をお

聞きいたします。 

○議長（田窪秀道） 答弁を求めま

す。藤田福祉部こども局長。 

○福祉部こども局長（藤田惠女）

（登壇） 加藤議員さんの再質問に

お答えいたします。 

 人と人との接点を確保するような

取組につきましては、市といたしま

しても、制度の適切な運営に保護者

との信頼関係の構築が不可欠である

と認識しております。 

 御提案のありました初回利用前の

保育体験日や送迎時のミニ面談、フ

ォローアップとしての育児相談など

の方法を含め、事業者に情報提供

し、保護者との信頼関係が構築され

るよう工夫し、支援してまいりたい

と考えております。 

○議長（田窪秀道） 再質問はあり

ませんか。加藤昌延議員。 

○５番（加藤昌延）（登壇） 御答

弁ありがとうございます。 

 繰り返しになりますが、私はこの

こども誰でも通園制度の目的そのも

のには大きな意義があると感じてお

ります。 

 子育て家庭の孤立を防ぎ、地域で

子供を育てていくための一助となる

ものだと信じております。 

 しかし、それを支える現場が疲弊

してしまっては、制度そのものが形

骸化します。制度の理想と現場の現

実、その両方を見据えながら現場の

声をすくい上げ、しっかり反映した

制度設計と支援体制の強化を市とし

て責任を持って進めていただきたい

と……。（ブザー鳴る） 

 


